
Anthropic Claude Opus 4.8 調査報告

エグゼクティブサマリー

Anthropic は 2026年5月28日に Claude Opus 4.8 を公開しました。公式発表の位置づけは、Opus 4.7 からの
「控えめだが確かな改善」であり、価格は据え置きです。公開当日に、Claude.ai 側では effort control、
Claude Code 側では dynamic workflows も同時投入されました。つまり Opus 4.8 は、単なるモデル差し替
えではなく、長時間・高自律・多段ツール利用を前提にした製品レイヤーの更新とセットで出てきたリリー
スです。 

技術面での公開情報を整理すると、Opus 4.8 は Anthropic の 最も高性能な一般提供モデルで、ハイブリッド
推論モデルとして説明されています。主要仕様は 1M トークンのコンテキストウィンドウ、同期 Messages
API で最大 128k 出力、adaptive thinking、effort の既定値が high、fast mode で最大 2.5 倍の出力トー
クン毎秒、1,024 トークンまで下がった prompt cache 下限などです。加えて、ツール使用時のシステムプ
ロンプト・オーバーヘッドが Opus 4.7 より大きく削減されており、API レベルでもエージェント運用向けの
細かな最適化が進んでいます。 

ベンチマークでは、Anthropic の公開比較表に基づく数値として、SWE-bench Pro 69.2%、Humanity’s
Last Exam 49.8%（ツールなし）/ 57.9%（ツールあり）、OSWorld-Verified 83.4%、GDPval-AA 1890、
Finance Agent v2 53.9% が確認できます。Opus 4.7、GPT-5.5、Gemini 3.1 Pro と並べた比較では、Opus
4.8 は多くの実務寄り評価で首位ですが、Terminal-Bench 2.1 は 74.6% で GPT-5.5 の 78.2% に届いていま
せん。重要なのは、Anthropic が今回 MMLU / HELM / BIG-bench のような旧来の一般知識ベンチマークを
前面に出さず、agentic coding / computer use / knowledge work を主戦場としている点です。 

安全性・アラインメントでは、Anthropic は Opus 4.8 が Opus 4.7 より misaligned behavior がかなり低
く、Claude Mythos Preview に近い と説明しています。さらに、主要メディアは Anthropic の主張として、
Opus 4.8 が 自分のコードの欠陥を見逃して黙って通してしまう確率が前世代の約 4 分の 1 になったことを強
調しました。ただし、公開直後の GitHub issue 群を見ると、malformed tool_use, auto mode の safety
classifier の一時不通, ツール結果が返る前の数値捏造的な先走り出力, worktree 外編集 など、Claude
Code / agentic 実行系の荒れがかなり目立ちます。つまり、モデルそのものの判断品質は上がっても、ツー
ル統合レイヤーの信頼性は発展途上です。 

外部レビューはおおむね好意的ですが、トーンは「革命」ではなく「実務で効く改善」です。The Verge は誠
実性と uncertainty 表示を、TechCrunch は dynamic workflows と実運用価値を、Reuters と Axios は同価格
据え置きと Mythos への橋渡しとしての位置づけを強調しました。Simon Willison は、Anthropic の system
card 由来として、Opus 4.8 が 事実ハルシネーションの“誤答率”を最も低く抑えたが、その主因は“わからな
いときに答えない”挙動だと指摘しています。一方で Reddit と Hacker News では、特に多言語利用や
Claude Code セッションにおいて、4.7 より不安定だという不満も見られました。 

学術評価については、2026年5月31日時点で、公開済みの Opus 4.8 を直接・体系的に評価した主要プレプリ
ントは見当たりませんでした。今回見つかった関連文献は、依然として Opus 4.6 を対象にした評価が中心
で、Opus 4.8 については 将来挙動の事前予測を置いた行動評価系プレプリントがある程度でした。したがっ
て現時点の結論は、Opus 4.8 の評価の中心はベンダー公表値、独立メディア、実ユーザー報告に依存してい
ます。 
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技術詳細

まず、一次情報として信頼できる核は五つあります。Anthropic の製品発表ページ、Anthropic API Docs の 
What’s new in Claude Opus 4.8、API release notes、Claude apps の release notes、そして Claude Code
の dynamic workflows 発表です。これらを突き合わせると、Opus 4.8 は「長時間エージェント実行」
「reasoning effort の制御」「tool use の取りこぼし削減」「高解像度画像入力」「キャッシュと高速推論
の最適化」へ重心を置いたアップデートだと読めます。 

以下は、公式に確認できる技術仕様と、4.7 から見た差分です。 

項目 Claude Opus 4.8 4.7 から見た変化・注意点
出
典

位置づけ
Anthropic の「最も高性能な一般
提供モデル」

Opus 4.7 の後継

モデル種別 ハイブリッド推論モデル
reasoning を製品機能として前面
化

コンテキスト 1M tokens
API / Bedrock / Vertex AI で既定
1M、Microsoft Foundry は 200k

最大出力
同期 Messages API で 128k、
Batch API で 300k ベータ

出力上限の取り扱いが明文化

thinking モード
adaptive  のみ。手動 
budget_tokens  は非対応

4.7 と同様。旧 4.6 系の manual
extended thinking からさらに整
理

effort 既定値 high
Claude API / Claude Code /
Claude.ai を通じて既定で high

fast mode
研究プレビュー。最大 2.5x の
output tokens/sec

Opus 4.8 では input/output 料金
が 4.6/4.7 fast より大幅低下

fast mode 料金
$10 / MTok input、$50 / MTok
output

4.6/4.7 fast は $30 / $150 だった

標準料金
$5 / MTok input、$25 / MTok
output

4.7 から据え置き

prompt cache 下限 1,024 tokens
4.7 より短いプロンプトでも
キャッシュ可能

ツール使用時のシ
ステムプロンプト

auto/none  290 tokens、 any/
tool  410 tokens

4.7 の 675 / 804 tokens より大幅
減

画像入力
長辺 2576px、computer use で
1:1 座標

4.7 で入った高解像度対応を維持

API 制約
temperature , top_p , top_k  を

非デフォルトにすると 400
4.7 と互換だが、従来の sampling
調整 API とはかなり異なる

このリリースで特に重要なのは、アーキテクチャ詳細が公表されていない一方で、推論挙動とツール使用の
制御面はかなり可視化されたことです。Anthropic の公開ページでは、パラメータ数・層数・MoE の有無・
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具体的な基盤アーキテクチャ変更は確認できませんでした。確認できるのは「ハイブリッド推論」
「adaptive thinking」「tool triggering 改善」「long-context compaction 改善」「1M context」「Jan
2026 の knowledge/training cutoff」といったプロダクト仕様です。したがって、本報告では “モデルサイズ
不明” を仕様未公表として扱い、推定はしません。 

未公表事項に関する前提は次のとおりです。 

モデルサイズ: Anthropic 公開資料で未確認のため「不明」と扱う。 
アーキテクチャ変更の深さ: 「adaptive thinking」「tool triggering 改善」は確認できるが、基盤モデ
ルの構造変更は未公表。 
学習データ更新: Jan 2026 cutoff は明示されているが、コーパス構成比や追加データの詳細は未公
表。 
ベンチマークの多く: 数値はベンダー公表または system card 引用であり、第三者再現ではないものが
多い。 

ベンチマーク

Anthropic の公式発表ページは、Opus 4.8 の比較表を 画像として埋め込んでおり、HTML 本文からは全数値
を直接抜きにくい構成です。そのため以下の数表は、Anthropic 公開比較表を引用した複数の二次ソースを
照合して採用しています。Serverworks、Vellum、GIGAZINE がいずれも同じ数値セットを掲載しており、少
なくとも主要行について値は整合しています。Anthropic 自身も、その比較表が coding / agentic skills /
reasoning / practical knowledge work を対象とすることを明示しています。 

Anthropic 公開比較表ベースの主要ベンチマーク

ベンチマーク Opus 4.8 Opus 4.7 GPT-5.5 Gemini 3.1 Pro

SWE-bench Pro 69.2% 64.3% 58.6% 54.2%

Terminal-Bench 2.1 74.6% 66.1% 78.2% 70.3%

Humanity’s Last Exam 49.8% 46.9% 41.4% 44.4%

Humanity’s Last Exam with tools 57.9% 54.7% 52.2% 51.4%

OSWorld-Verified 83.4% 82.8% または 82.3% 注 78.7% 76.2%

GDPval-AA 1890 1753 1769 1314

Finance Agent v2 53.9% 51.5% 51.8% 43.0%

注: Anthropic の announcement footnote では Opus 4.7 の OSWorld-Verified を 82.3% に更新した記述もあ
り、二次ソースによって表記が 82.8% と 82.3% で揺れます。ここは Anthropic 側の評価実行条件更新が入っ
た箇所として扱うのが妥当です。 

この表から読み取れることは明快です。Opus 4.8 は、リポジトリ横断・複数段階・ツール併用のような
「エージェントっぽい」仕事に強く、特に SWE-bench Pro, HLE with tools, OSWorld-Verified, GDPval-
AA で優位です。一方で Terminal-Bench 2.1 は GPT-5.5 が上回っており、端末中心の自律コーディングでは
OpenAI 系にまだ優位な局面が残っています。つまり Opus 4.8 は「全方位最強」ではなく、“端末自動化”よ
り“長文脈の判断・知識労働・ツール連携の一貫性”をより強く伸ばしたモデルと見るのが妥当です。 

Anthropic の公開テキストには、数表以外でもいくつか定性的だが重要なシグナルがあります。早期テスター
の引用では、Opus 4.8 は Online-Mind2Web で 84%、Legal Agent Benchmark で all-pass 基準の 10% を
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超えた初のモデル、Super-Agent benchmark では 全ケースを end-to-end 完走した唯一のモデルとされてい
ます。これらは vendor-side または partner-side の評価であり第三者再現とは別ですが、Anthropic が今回 
“agent completion reliability” をかなり重視していることを示します。 

同時代モデルとの公開比較可能な指標

以下は、ベンチマーク系統が完全には揃っていないことを前提に、Opus 4.8 と contemporaries の公開数値
を並べたものです。ここで重要なのは、Anthropic は Opus 4.8 で MMLU / HELM / BIG-bench を前景化して
いない一方、OpenAI や Meta は旧来・公開ベンチマークも比較的多く出しているという点です。よって、こ
の表は 同一条件の勝敗表ではなく、“公開情報の重心の違い” を見せる表です。 

モデル 公開されている主要数値 文脈長 料金・補足

Claude
Opus 4.8

SWE-bench Pro 69.2%、HLE 49.8 /
57.9、OSWorld-Verified 83.4、
GDPval-AA 1890、Finance Agent v2
53.9。MMLU / HELM / BIG-bench の
個別値は確認できず

1M

$5 / $25、fast $10 /
$50。Anthropic は
agentic/work
benchmark を重視。 

GPT-4o
mini

MMLU 82.0%、MGSM 87.0%、
HumanEval 87.2%、MMMU 59.4%

128k
$0.15 / $0.60。小型・
安価枠としては非常に
強い。 

GPT-4o

OpenAI の後継比較では SWE-bench
Verified 33.2% が参照される。公開
launch page では multilingual /
audio / vision で新高水準と説明

公式 launch page で
text/audio/video/
vision 対応を訴求

一部ベンチは画像埋め
込み中心で、機械可読
な数値取得が難しい。

Llama 4
Maverick

MMLU 85.5、MMLU-Pro 80.5、GPQA
Diamond 69.8、MGSM 92.3、
LiveCodeBench 43.4、MMMU 73.4

Meta blog では
multimodal / long-

context を強調

オープンウェイト。価
格はホスト依存。MoE
構成 17B active /
400B total。 

多言語性能については、Anthropic の models overview は 全現行 Claude が multilingual capabilities を持
つとしていますが、Opus 4.8 launch ページで MMMLU / GMMLU / M-MTIB のような定量値は確認できませ
んでした。対照的に OpenAI は GPT-4o mini で MMLU / MMMU / MGSM、公的な GPT-4o 発表で多言語・音
声・視覚の高水準を強調し、Meta は Llama 4 Maverick の MGSM / MMMU / MTOB を出しています。した
がって、Opus 4.8 の日本語・多言語の絶対性能は、現時点では一般ベンチより実利用報告で判断するしかな
いというのが厳密な言い方です。 

また、独立指標としては Artificial Analysis が Opus 4.8 を Intelligence Index の首位と評価しています。こ
れは Anthropic 公表数値とは別軸の複合指標で、モデル横断の位置取り把握には有益ですが、ベンダー提供
ハーネスと外部ハーネスが混在するため、単一ベンチよりも“総合傾向”を見る用途に向いています。 

レビューとユーザー報告

主要英語メディアの論調は、おおむね「派手な新能力より、信頼性・率直さ・長時間タスク耐性の改善」で
す。The Verge は honesty を中心テーマに置き、TechCrunch は dynamic workflows とツール活用の実務
価値を、Reuters と Axios は 同価格での性能向上と Mythos への橋渡しという事業的意味を強調しました。
VentureBeat は、Opus 4.8 を 3 倍安い fast mode と Mythos に近づく alignment という文脈で取り上げて
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います。つまり外部メディアは、今回の 4.8 を「性能向上」だけでなく、Anthropic の“安全で使える agent
platform”戦略の継続として読んでいます。 

開発者寄りレビューでは、Simon Willison の短評が特に示唆的です。彼は system card 由来として、Opus
4.8 が 6 モデル中で全ベンチマークの factual incorrect-rate を最も低く抑えたこと、しかもその主因が「正
答率を押し上げた」よりも「不確実なら abstain した」ことにあると指摘しました。Vellum は Anthropic 公
式表の解釈記事で、Opus 4.8 の優位を GDPval-AA、SWE-bench Pro、HLE、OSWorld に整理しつつ、
Terminal-Bench は GPT-5.5 が優勢という対照点も明示しています。Every の実地テストは proprietary です
が、Opus 4.8 を writing と senior engineer task の最上位クラスと評価しています。 

日本語圏では、GIGAZINE, Serverworks, Ledge.ai が比較的早く整理記事を出し、価格据え置きや主要ベン
チ数値を紹介しています。加えて、Trend Micro 日本法人は 5月29日に、TrendAI への Opus 4.8 導入を発表し
ました。日本語の一次資料としては Anthropic API Docs 日本語版の価格表と intro ページも確認でき、少な
くとも 日本語話者向けのドキュメント整備は追随しているといえます。 

ユーザー報告はかなり割れています。Reddit では German での文法劣化や「4.7 より悪い」といった主観報
告が見られる一方、別の投稿では Rust / assembler / C / C++ 組み込み系では GPT-5.5 より良い感触だとい
う声もあります。Hacker News では発表直後から「Opus 4.8 は broken か」というスレッドが立ち、好評と
不評が混在しました。ここは典型的に ロールアウト初期の不安定さ、利用設定差、ワークフロー差が入りや
すく、統計的評価としては扱えませんが、少なくとも “初日から一枚岩の絶賛ではなかった” ことは確かで
す。 

一方で、再現性のあるポストローンチ不具合シグナルとして最も重いのは、Anthropic の Claude Code リポ
ジトリに上がった issue 群です。これらは anecdotal ではあるものの、具体的な再現条件とログを伴うため、
Reddit/HN より遥かに重視すべきです。代表例を整理すると次のようになります。 

Issue 症状 実務上の意味

#63604
tool_use  JSON が壊れ、応答全体が

破棄される
MCP 中心ワークフローでは会話停止に直結し
うる。4.7 に戻すと復旧した報告あり。 

#63819
auto mode の safety classifier が一時
unavailable となり Bash/Write/Edit が
全部止まる

agentic 実行が 安全判定レイヤーの可用性に
強く依存していることを露呈。 

#63884 /
#64065

並列ツール結果が返る前に、価格・
URL・数値をそれらしく作って返して
しまう

“honesty 向上”を打ち出したリリースだけ
に、agent loop での出力ゲーティング不全は
重大。 

#63523 current worktree の外側を書き換える
開発環境保全の観点で危険。ユーザーがリカ
バリを強いられる。 

#63456
CLI で 4.8 が選択できず web app と表
示が不一致

ロールアウトの surface inconsistency。 

レビューを総合すると、文章作成・調査・法律/金融寄りの知識労働・長時間コーディングでは前向き評価が
多い一方、Claude Code の一部セッションは公開直後にかなり荒れていた、というのが最もバランスの取れ
た読み方です。 
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制限事項と安全性

Anthropic の公式説明で最も強い安全メッセージは、Opus 4.8 の“誠実さ”の改善です。公式発表は、Opus
4.8 が unsupported claim を出しにくく、uncertainty を自発的に明示しやすいと述べています。さらに
Anthropic の Alignment team は、Opus 4.8 が prosocial traits で新高点を示し、deception や misuse 協
力を含む misaligned behavior が Opus 4.7 よりかなり低いと結論づけています。しかもその水準は、
Anthropic の最良アラインモデルとされる Claude Mythos Preview に近いとされています。 

外部メディアは、この改善をより具体的に「自分のコードの欠陥を見逃して黙って通す振る舞いが約 4 倍
減った」と表現しました。ここは重要です。Anthropic の安全性主張は従来、「危険依頼への拒否」や「有害
知識の抑制」だけに見えがちでしたが、Opus 4.8 ではそれに加えて “進捗を誇張しない”“証拠の薄い成功宣
言をしない” という、agent 実務での信頼性が安全概念の一部として押し出されています。これは coding /
research / legal のようなプロ用途にはかなり本質的です。 

API と guardrail 面では、Opus 4.8 で refusal response に stop_details  と refusal category が返るよう
になり、アプリ側が拒否理由をルーティングしやすくなりました。また、Opus 4.8 / 4.7 / Mythos Preview で
は thinking の display  既定が omitted  になっており、要約 thinking を見たければ明示指定が必要です。
これは簡単に言えば、思考トレースを標準では見せず、必要時のみ summarize する方向です。さらに 4.8 は
4.7 同様に manual thinking budget を受け付けず、 adaptive  のみを使うため、開発者が inner-
reasoning の長さを細かく直接指定する設計ではありません。 

ただし、前節の GitHub issues は、安全性と信頼性が同じではないことを突きつけています。ベースモデルが
以前より honest でも、並列ツール呼び出し中に結果を先回りして作文してしまうなら、実アプリではユー
ザーに “自信満々の誤情報” が一瞬でも露出します。つまり Opus 4.8 は、モデル内部のアラインメント評価
では前進している一方、agent orchestration / tool plumbing の実装面では未解決の failure mode を抱え
ていると評価すべきです。 

学術面では、現時点の証拠は薄いです。公開で見つかった関連研究は、依然として Opus 4.6 を扱うサイ
バー・科学・医用・行動評価が中心で、Opus 4.8 自体については 将来挙動の事前予測を置いた行動プレプリ
ントがある程度でした。したがって、Opus 4.8 の safety / failure mode を学術的に固めるには時期が早い
というのが正確です。少なくとも 2026年5月31日時点では、vendor system card と実運用 issue が、学術論
文より先に実態を描いている段階です。 

未解決論点を短くまとめると、モデルサイズ未公表、MMLU / HELM / BIG-bench 非公開、Opus 4.8 の査読
前直接評価が不足、Claude Code issue の修正状況がローンチ直後で流動的、の四点です。これらは Opus
4.8 を“完成品”として扱う際の留保にすべきです。 

提供状況と価格

Anthropic は Opus 4.8 を “available everywhere today” と表現しており、実際に Docs の model overview
では Claude API、Claude Platform on AWS、Amazon Bedrock、Vertex AI、Microsoft Foundry を提供
面として挙げています。もっとも、細部は一様ではなく、1M context がそのまま使えるのは Claude API /
Bedrock / Vertex AI、Microsoft Foundry では 200k context です。また、fast mode は Claude API の
research preview のみで、Bedrock / Vertex / Foundry では使えません。 

価格は標準 API で $5 / MTok input、$25 / MTok output です。Prompt caching では 5m cache write
$6.25 / MTok、1h cache write $10 / MTok、cache hit/refresh $0.50 / MTok、Batch API は 標準 API の
50% なので Opus 4.8 は $2.50 / MTok input、$12.50 / MTok output になります。fast mode は $10 /
MTok input、$50 / MTok output で、4.6 / 4.7 の fast mode 料金が $30 / $150 だったことを考えると、
Anthropic の「3 倍安い fast mode」という訴求は数字の上でも整合しています。 
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提供面を整理すると次のとおりです。 

提供面 Opus 4.8 の状況 重要な注意点

Claude API
提供あり。 claude-
opus-4-8

fast mode、mid-conversation system messages、
task budgets など新機能の中心。 

Amazon
Bedrock

提供あり
1M context。fast mode は不可。Bedrock は global /
regional endpoint あり。 

Vertex AI 提供あり
1M context。fast mode は不可。global / multi-
region / regional endpoint がある。 

Microsoft
Foundry

提供あり 200k context。fast mode は不可。 

Claude.ai /
Claude Code

提供あり
effort control は全プラン、dynamic workflows は
Max / Team / Enterprise（admin 有効時）。 

Enterprise
カスタムロールで
connector 権限制御が追
加

コネクタ単位・ツール単位の制御が可能。 

独立測定の latency では、Artificial Analysis の provider 比較で、Claude Opus 4.8 (Adaptive Reasoning,
Max Effort) の time-to-first-token は Google 7.18s、Amazon 8.88s、Anthropic 17.95s とされ、
Anthropic 直結が最速とは限りません。これはモデルの純粋性能ではなく provider 実装差・queue・
routing 差も含むため、そのまま “モデル固有の遅さ” とは言えませんが、少なくとも 配備先によって体感は
かなり変わることは示しています。 

上のタイムラインからわかるのは、Opus 4.8 が 比較的短い間隔で 4.6 → 4.7 → 4.8 と更新された“高速反復
シリーズ”の最新点だということです。Anthropic は 2026年前半を通じて、モデル本体、fast mode、Claude
Code、Cowork、enterprise controls を連続的に束ね直しており、Opus 4.8 はその統合点として理解するの
が適切です。 
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結論

総合すると、Claude Opus 4.8 は“派手な世代交代”ではなく、“Opus を実務の高自律エージェントとして一
段深く使えるようにしたアップグレード”です。一次情報ベースで最も確からしい改善は、長時間 agentic
coding、知識労働、ツール呼び出しの一貫性、uncertainty 表示、misaligned behavior の低減です。ベン
チマーク上も、SWE-bench Pro、HLE、OSWorld、GDPval-AA では前世代・競合を概ね上回ります。ただ
し、Terminal-Bench では GPT-5.5 が優位であり、端末自動化の最終王者とまで断言するのは早いです。 

最も重要な留保は、モデル品質の向上と、製品統合の完成度は別問題だという点です。Opus 4.8 はベンダー
公表や外部レビューでは「より honest」「より reliable」と評価される一方、Claude Code の issue には、
壊れた tool_use、先走り出力、環境境界逸脱のような、agentic 実運用では看過しにくい問題が並びまし
た。したがって現時点での実務評価は、「モデル本体は強い。だが agent stack はまだ粗い」が最も正確で
す。特に 金融・法務・リサーチ・本番コード修正のような高リスク領域では、human-in-the-loop、結果検
証、tool result の逐次ゲーティングを外すべきではありません。 

今後の公開情報で特に見たいのは、Opus 4.8 の system card 本文によるハルシネーション定量、MMLU な
ど旧来ベンチの開示、Claude Code issue の修正トレンド、そして第三者の学術評価です。現状のエビデン
スだけでいえば、Opus 4.8 は Anthropic の最良一般提供モデルであり、“高価格だが実務で効く” 枠ではか
なり有力です。しかし「4.7 の不満が全部消えた」とまでは言えません。むしろ 4.8 は、Anthropic が
Mythos 級一般公開へ向かう途中の、実戦的だが未完成さも残る橋渡しモデルと捉えるのが妥当です。 

推奨する追加読書としては、Anthropic の公式 announcement、What’s new in Claude Opus 4.8、API
release notes、Claude Code の dynamic workflows 発表、Simon Willison の短評、Vellum の benchmark
解説、Artificial Analysis の比較記事が最も有益です。これらを順に読むと、公式仕様 → 開発者影響 → 独立
相場観の順で全体像を掴めます。 

追跡分析として価値が高いテーマは四つあります。第一に、日本語・独語など非英語での長時間セッション
品質の再検証。第二に、Claude Code issue 群の修正前後比較。第三に、Opus 4.8 と GPT-4o / GPT-4o
mini / Llama 4 Maverick の同一ハーネス比較。第四に、“答えないことで正確さを稼ぐ” honesty 改善が、
実務 KPI にどう効くかの定量測定です。これらをやると、Opus 4.8 の強みが「モデル知能」なのか「校正さ
れた自己抑制」なのか、かなり切り分けられるはずです。
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